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 論文審査の結果の要旨
 佐藤忠久提出の論文は特異な環構造を有する標題化合物の合成と容易な熱による骨格転位反応に
 関するもので5章から成る。
 第一章序論において本人がこの環系に興味を持った理由を述べた後・第二章においてその合成を
 記している。
 トロポンとブタジエンの〔6+4〕付加体から出発し,共役二重結合でジエンを保護し,他の二
 重結合をジク口口ジシァノベンゾキノンで酸化後保護基をはずして目的の双環性アルコールを得た
 が,その過程で多くの興味ある事実を認めている。
 ビシクロ〔4.4,1〕ウンデカテトラエノール(1)と共に2つの副生物(2),(3)を得たが,第三章にお
 いてこれらが(1)から得られたものであることを確かめ,その構造を確立すると共に2種類の(1)の重
 水素化体を合成し,その転位反応を検討することによって,熱による(1)→(2)ご(3)の経
 路の存在を確立した。
 第四章ではこの転位反応を速度論的に追求し・定量的に評価した。活性化自由エネルギー・活性
 化エント・ピーおよび反応速度に対する溶媒効果から(1)→(2)+(3),(2)→(3)の反応とも非イオン
 的な協奏反応であることがわかった。
 第五章において佐藤は,この容易な転位反応の本質と一般性を追求した。分子力場の計算から求
 めた分子の形と紫外スペクトルにおけるπ一π相互作用の存在から(1),(2),(3)におけるP一軌道が
 転位に際して新たにσ結合を作った可能性が強いことを見出し,ペリ環状反応の理論から光反応に
 おけるジーπ一メタン転位にならい2つのπ系を含んだ、たとえば〔π4a+π2a+σ2a〕型の転
 位であり,前記ジーπ～メタン転位に対してビニロガスジーπ一メタン転位というべきものである
 と結論した。さらに既報の類似転位例を文献検索し,いくつかの実例に加えてオキサジーπ一メタ
 ン,アザジーπ一メタン型の転位例を見出し新解釈を提出した。
 以上本論文は協奏反応の機構に対し新説を提出することによってペリ環状反応に貢献した。これは
 本人が自立して研究活動を行なうに必要な高度の能力と学識を有することを示すものである。よっ
 て佐藤忠久提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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